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ロボットトラクタが実用化！
～作業時間の削減効果～

● ロボットトラクタは耕耘整地、残渣細断、播種に
適⽤できます。

● 有⼈トラクタとの協調作業により、1作業協調で
慣⾏から約40%、2作業協調では約25%の作業時間
を削減可能です。
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概 要 Abstract

成 果 Results

● 「農業機械の⾃動⾛⾏に関する安全性確保ガイドライン」を遵守
してください。

● 今後ソフトウェアやセンサ類は随時改良、更新され、作業精度の向上
および機能の拡⼤が⾒込まれます。

写真 ロボットトラクタ

表 協調作業での作業時間短縮程度
写真 ⾃動⾛⾏での播種

表 播種の作業精度

図 ⾃動⾛⾏での播種および除草軌跡の⼀例

40%以上
削減︕

25%以上
削減︕

ロボトラは
有⼈監視下で

「有⼈－無⼈
協調作業」

播種の精度︓
⾃動 ≒ ⼿動

まれに逆側にずれる
ことがある

平均 最大 5cm以内 10cm以内

自動 1.7 13.5 89 99

手動(熟練) 2.0 7.4 94 100

手動(未熟練) 3.6 18.9 71 96

作業精度(cm) ずれの発生割合(%)


